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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公開番号】特開2011-123336(P2011-123336A)
【公開日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2009-281430(P2009-281430)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/12    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月6日(2012.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主レンズ系の像側に着脱可能に装着され、前記主レンズ系の焦点距離に比べて長い方へ
焦点距離を変化させるリアアタッチメントレンズにおいて、正レンズと負レンズを含む２
枚のレンズから構成され、もしくは正レンズと負レンズを含み、物体側から像側へ順に、
単レンズと接合レンズから構成される正の屈折力の第１群と、前記第１群の像側に位置し
、正レンズと負レンズを含む接合レンズから構成され、もしくは正レンズと負レンズを含
み、物体側から像側へ順に、単レンズと接合レンズから構成される第２群と、前記第２群
の像側に位置し、正レンズを含む第３群と、前記第３群の像側に位置し、正レンズと負レ
ンズを含む２枚のレンズから構成され、もしくは正レンズと負レンズを含み、物体側から
像側へ順に、接合レンズと単レンズから構成される第４群より成り、
　前記第３群が少なくとも１枚の負レンズを有するときは、前記第３群の少なくとも１枚
の負レンズ、または前記第４群の少なくとも１枚の負レンズを負レンズＮ１とし、
　前記負レンズＮ１の材料のアッベ数と部分分散比差を各々νd_N1、ΔθgF_N1、前記負
レンズＮ１の焦点距離をf_N1、前記リアアタッチメントレンズの焦点距離をｆとするとき
、
0.00015＜ΔθgF_N1×f／(νd_N1×f_N1)＜0.00620
なる条件式を満足することを特徴とするリアアタッチメントレンズ。
【請求項２】
　前記第３群の少なくとも１枚の正レンズ、または前記第４群の少なくとも１枚の正レン
ズを正レンズＰ１とし、
　前記正レンズＰ１の材料のアッベ数と部分分散比差を各々νd_P1、ΔθgF_P1、前記正
レンズＰ１の焦点距離をf_P1とするとき、
0＜ΔθgF_P1×f／(νd_P1×f_P1)＜0.001
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のリアアタッチメントレンズ。
【請求項３】
　前記第３群の焦点距離をf3とするとき、
│f/f3│＜6.5
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なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のリアアタッチメントレン
ズ。
【請求項４】
　前記第２群の焦点距離をf2とするとき、
-10.0＜f／│f2│＜-0.2
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のリアアタ
ッチメントレンズ。
【請求項５】
　前記第４群の焦点距離をf4とするとき、
│f/f4│＜4.0
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のリアアタ
ッチメントレンズ。
【請求項６】
　前記第１群の焦点距離をf1とするとき、
-5.5＜f／f1＜-0.05
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のリアアタ
ッチメントレンズ。
【請求項７】
　前記リアアタッチメントレンズを構成する負レンズの材料の屈折率をNNとするとき、
1.5＜NN＜2.5
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のリアアタ
ッチメントレンズ。
【請求項８】
　前記リアアタッチメントレンズは少なくとも１つの回折光学素子を有していることを特
徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のリアアタッチメントレンズ。
【請求項９】
　主レンズ系と、前記主レンズ系の像側に着脱可能に装着された請求項１乃至８のいずれ
か１項のリアアタッチメントレンズと、を有することを特徴とする撮影光学系。
【請求項１０】
　請求項９の撮影光学系と前記撮影光学系によって形成された像を受光する固体撮像素子
とを有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のリアアタッチメントレンズは、主レンズ系の像側に着脱可能に装着され、前記
主レンズ系の焦点距離に比べて長い方へ焦点距離を変化させるリアアタッチメントレンズ
において、正レンズと負レンズを含む２枚のレンズから構成され、もしくは正レンズと負
レンズを含み、物体側から像側へ順に、単レンズと接合レンズから構成される正の屈折力
の第１群と、前記第１群の像側に位置し、正レンズと負レンズを含む接合レンズから構成
され、もしくは正レンズと負レンズを含み、物体側から像側へ順に、単レンズと接合レン
ズから構成される第２群と、前記第２群の像側に位置し、正レンズを含む第３群と、前記
第３群の像側に位置し、正レンズと負レンズを含む２枚のレンズから構成され、もしくは
正レンズと負レンズを含み、物体側から像側へ順に、接合レンズと単レンズから構成され
る第４群より成り、
　前記第３群が少なくとも１枚の負レンズを有するときは、前記第３群の少なくとも１枚
の負レンズ、または前記第４群の少なくとも１枚の負レンズを負レンズＮ１とし、
　前記負レンズＮ１の材料のアッベ数と部分分散比差を各々νd_N1、ΔθgF_N1、前記負
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レンズＮ１の焦点距離をf_N1、前記リアアタッチメントレンズの焦点距離をｆとするとき
、
0.00015＜ΔθgF_N1×f／(νd_N1×f_N1)＜0.00620
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　次に各実施例のリアアタッチメントレンズの特徴について説明する。各実施例のリアア
タッチメントレンズＬＡは、リアアタッチメントレンズ全体として負の焦点距離を有して
いる。そして全体として正の屈折力を有し正レンズと負レンズを含む第１群ＲＬ１と、第
１群ＲＬ１の像側に位置し、正レンズと負レンズを含む第２群ＲＬ２と、第２群ＲＬ２の
像側に位置し、正レンズを含む第３群ＲＬ３を有している。更に第３群ＲＬ３の像側に位
置し、正レンズと負レンズを含む第４群ＲＬ４から構成されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　実施例１では第３群ＲＬ３の負レンズ（全系として負レンズのうち（以下、同じ）最も
像側から２番目の負レンズ）と第４群ＲＬ４の負レンズ（全体として負レンズのうち（以
下同じ）最も像側の負レンズ）が負レンズＮ１に対応している。また第３群ＲＬ３の正レ
ンズ（全体として正レンズのうち（以下同じ）最も像側から２番目の正レンズ）と第４群
ＲＬ４の正レンズ（全体として正レンズのうち（以下同じ）最も像側の正レンズ）が正レ
ンズＰ１に対応している。
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